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5. 稚貝採取から移植までの一連の方法の構築（小課題３－２－３） 

稚貝採取から移植までの一連の方法の構築における令和3年度の課題として、「一連の方法の作業手引き

（案）の完成」と「作業カレンダーの実用性の検証および修正」、「県内他地域から移植した稚貝（搬入稚

貝）の漁獲時期での生残、成育状況の確認」が挙げられた。この3つの課題について5.1地元産アサリ、県

内他地域産アサリの経済性の検討と5.2作業手引き（案）の作成を実施した。 

 
5.1 地元産アサリ、県内他地域産アサリの経済性の検討 

令和3年度の成果として、実用規模（100m2以上）での採苗器の設置と回収、10～20m2規模での移植（網

袋と被覆網）を行い、作業性やコストの確認および見直しを行い、地元産アサリ、県内他地域産アサリそれ

ぞれの漁獲額/コストの算出や作業カレンダーの策定を行った。また春に移植した県内他地域からの搬入稚

貝の夏季の生残状況や成育状況（冬季には成貝まで成長した）が確認できた。その成果を踏まえ、令和4年

度は、漁業者とともに実用規模（100m2以上）での間引き作業を行い、作業性の検証やコストを確認すると

ともに、一連の方法の作業性やコストを見直した。また令和3年6月に設置した搬入稚貝の漁獲時期でのモ

ニタリングを合わせて行った。 

 

5.1.1 方法 

（1）間引き実証実験 

 間引き実証実験の概要は図 65 に示すとおりである。令和 4年 5 月に漁業者と共に、釜漁場において一連

の間引き作業（網袋の回収、漁獲、選別、再収容）を行い、100m2での間引き作業にかかる作業性・コストを

算出した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図65 間引き実証実験の概要 

  

令和3年6月設置の網袋
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（2）地元産アサリ、県内他地域産アサリの作業性、コスト、作業カレンダーの見直し 

これまでの各小課題の実験結果、漁業者との現地実証実験結果、漁業者および関係者との意見交換結果を

踏まえて、地元産アサリ、県内他地域産アサリそれぞれの作業性、コスト、作業カレンダーを見直した。 
 
（3）搬入稚貝のモニタリング 

搬入稚貝のモニタリング概要は図 66 に示すとおりである。令和 3年 6 月にラッカーでマーキングした搬

入稚貝を収容した網袋を設置した。令和 3年度の調査を継続する形で、令和 4年 4月、5月に袋内のアサリ

を回収し、搬入稚貝（マーキング有り）の生残、成育状況および新規に加入したアサリ（マーキング無し）

の採取量を確認した。なお対照区は、搬入稚貝を収容しない砂利入り網袋とした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図66 搬入稚貝のモニタリング概要 
 
5.1.2 結果 

（1）間引き（間引き・漁獲）作業の作業コスト 

 間引き作業は5/14から5/15にかけて、令和3年に設置した網袋の回収、間引き、漁獲、新規網袋への再

収容・再設置について地元漁業者と実施した。作業にかかった人工数、船舶数、時間から100ｍ2規模の間引

き作業のコストを算出して、一連の作業コスト（下記（2）-2)）に反映した。 

 

（2）地元産アサリ、県内他地域産アサリの作業性、コスト、作業カレンダーの見直し 

地元産アサリについて 

1）作業カレンダー 

地元産アサリの作業カレンダーは、図67に示すとおりである。作業カレンダーは、保護育成実験結果を

もとに見直した。令和3年度からの主な変更箇所は、①間引き時期、間引き方法の設定 ②避難の削除であ

る。地元産アサリの作業カレンダーの適用範囲は、湾口部アサリ漁場とした。湾奥のアサリ漁場および避難

については今後の検討課題である。 

釜漁場 
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図67 地元産アサリの作業カレンダー 
（湾口部アサリ漁場に適用） 

 

2)作業コスト 

 作業カレンダーに基づく一連の作業コストについて、アサリ採取用の砂利入り網袋作成から設置の作業コ

ストは表20、網袋回収から間引き（漁獲・再収容）にかかるコストは表21、表22のとおりである。間引き

にかかる作業コストは間引き1年目と2年目以降で異なる（部材費減）ため2種類作成した。 

 

表20 網袋作成から設置の作業コスト（600袋_100ｍ2規模） 

  

A B C D E
人工・隻 時間 日数 人工・隻・日 単価(円) 費用（円）

- - B/8 A×C - D×E

網袋（600袋）
※ - - - - 30 18,000

砂利（600袋）
※ - - - - 50 30,000

人件費 普通作業員
※2 4 3.5 0.44 1.76 18,000 31,680

普通作業員
※2 2 1.0 0.13 0.26 18,000 4,680

普通船員
※2 1 1.0 0.13 0.13 22,100 2,873

用船費 船舶
※2 1 1.0 0.13 0.13 30,000 3,900

整列 人件費 普通作業員
※2 2 1.0 0.13 0.26 18,000 4,680

95,813

投入
人件費

合計

※1：網袋5年耐用、砂利5kg/袋収容
※2：普通作業員18,000円、普通船員22,100円、船舶30,000円（令和4年3月から適用する公共工事設計労務単価を参照）

内容

砂利入り網袋600袋(100㎡)の設置作業のコスト

作成
部材費

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月
実施項目/年月

1年目 2年目 3年目

網袋
作成

網袋
設置

網袋
回収

間引
き

漁獲

保護・成長・加入
（約1年）

加入・保護・成長
（約1年1か月）

アサリ
（砂利）
再収容

アサリ
（砂利）
再収容

網袋回収

成貝中心に間引き
16.0mm篩使用

漁獲サイズ回収
殻長30mm以上

砂利収容
5kg/袋

砂利収容
約2kg/袋

砂利収容
約2kg/袋

サイズ選別 サイズ選別

網袋回収

成貝中心に間引き
16.0mm篩使用

漁獲サイズ回収
殻長30mm以上



452 

 
表21 間引き作業（1年目）の作業コスト（600袋_100ｍ2規模） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表22 間引き作業（2年目以降）の作業コスト（600袋_100ｍ2規模） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

A B C D E
人工・隻 時間 日数 人工・隻・日 単価(円) 費用（円）

- - B/8 A×C - D×E

網袋（600袋）
※1 - - - - 30 18,000

砂利（600袋）
※1 - - - - 20 12,000

陸上作業 人件費 普通作業員 4 3.5 0.44 1.76 18,000 31,680

機器損料 ｴﾝｼﾞﾝﾎﾟﾝﾌﾟ　1回
※2 2 - - - 300 600

燃料費 燃料　1L 10 - - - 160 1,600

人件費 普通船員
※3 2 2.0 0.25 0.50 22,100 11,050

用船費 船舶
※3 2 2.0 0.25 0.50 30,000 15,000

陸上作業 人件費 普通作業員
※3 2 1.0 0.13 0.26 18,000 4,680

人件費 普通船員
※3 2 2.0 0.25 0.50 22,100 11,050

用船費 船舶
※3 2 2.0 0.25 0.50 30,000 15,000

陸上作業 人件費 普通作業員
※3 10 2.0 0.25 2.50 18,000 45,000

人件費 普通船員
※3 2 1.0 0.13 0.26 22,100 5,746

用船費 船舶
※2 2 1.0 0.13 0.26 30,000 7,800

179,206合計

※1：網袋5年耐用、砂利2kg/袋収容
※2：資材1式　5年耐用
※3：普通作業員18,000円、普通船員22,100円、船舶30,000円（令和4年3月から適用する公共工事設計労務単価を参照）

アサリ持ち帰り 海上作業

網袋投入、ポンプの設置
海上作業

アサリ回収、間引き(網袋)
海上作業

内容

間引き600袋(100㎡)コスト

作成
部材費

A B C D E
人工・隻 時間 日数 人工・隻・日 単価(円) 費用（円）

- - B/8 A×C - D×E

網袋（120袋）
※1 - - - - 30 3,600

砂利（600袋）
※1 - - - - 20 12,000

陸上作業 人件費 普通作業員 4 3.5 0.44 1.76 18,000 31,680

機器損料 ｴﾝｼﾞﾝﾎﾟﾝﾌﾟ　1回
※2 2 - - - 300 600

燃料費 燃料　1L 10 - - - 160 1,600

人件費 普通船員
※3 2 2.0 0.25 0.50 22,100 11,050

用船費 船舶
※3 2 2.0 0.25 0.50 30,000 15,000

陸上作業 人件費 普通作業員
※3 2 1.0 0.13 0.26 18,000 4,680

人件費 普通船員
※3 2 2.0 0.25 0.50 22,100 11,050

用船費 船舶
※3 2 2.0 0.25 0.50 30,000 15,000

陸上作業 人件費 普通作業員
※3 10 2.0 0.25 2.50 18,000 45,000

人件費 普通船員
※3 2 1.0 0.13 0.26 22,100 5,746

用船費 船舶
※2 2 1.0 0.13 0.26 30,000 7,800

164,806合計

※1：網袋5年耐用、砂利2kg/袋収容
※2：資材1式　5年耐用
※3：普通作業員18,000円、普通船員22,100円、船舶30,000円（令和4年3月から適用する公共工事設計労務単価を参照）

アサリ回収、間引き(網袋)
海上作業

アサリ持ち帰り 海上作業

網袋投入、ポンプの設置
海上作業

作成
部材費

内容

間引き600袋(100㎡)コスト
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県内他地域産アサリについて 

1)作業カレンダー 

県内他地域産アサリの作業カレンダーは、図68に示すとおりである。作業カレンダーは、移植実験結果を

もとに見直した。令和3年度からの主な変更箇所は、①アサリの搬入・移植時期である。県内他地域産アサ

リの作業カレンダーの適用範囲は、小長井地先全域のアサリ漁場とした。移植元との具体的な連携について

は今後の検討課題である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図68 県内他地域産アサリの作業カレンダー 
（小長井地先全域のアサリ漁場に適用） 

 

2)作業コスト 

作業カレンダーに基づく一連の作業コストについて、網袋作成から移植の作業コストは表23、漁獲にかか

るコストは、表24のとおりである。 

 

表23 網袋作成から移植の作業コスト（600袋_100ｍ2規模） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月
実施項目/年月

1年目 2年目 3年目

アサリ
確保

網袋
作成

搬入
移植

漁獲

保護・成長
（約6か月）

保護・成長
（約6か月）

量と時期の調整 量と時期の調整 量と時期の調整

砂利収容
5kg/袋

砂利収容
5kg/袋

アサリ収容
2kg/袋

アサリ収容
2kg/袋

小型エンジン
ポンプの活用

小型エンジン
ポンプの活用

砂利収容
5kg/袋

アサリ収容
2kg/袋

A B C D E
人工・隻 時間 日数 人工・隻・日 単価(円) 費用（円）

- - B/8 A×C - D×E

網袋（600袋）
※ - - - - 30 18,000

砂利（600袋）
※ - - - - 50 30,000

人件費 普通作業員
※2 4 3.5 0.44 1.76 18,000 31,680

アサリ収容 人件費 普通作業員
※2 3 3.0 0.38 1.14 18,000 20,520

普通作業員
※2 2 1.0 0.13 0.26 18,000 4,680

普通船員
※2 1 1.0 0.13 0.13 22,100 2,873

用船費 船舶
※2 1 1.0 0.13 0.13 30,000 3,900

網袋砂利入り整列 人件費 普通作業員
※2 2 1.0 0.13 0.26 22,100 5,746

移植用アサリの購入 部材費 アサリ（1,200kg）
※3 - - - - 245 294,000

411,399

※1：網袋5年耐用、砂利5kg/袋収容
※2：普通作業員18,000円、普通船員22,100円、船舶30,000円（令和4年3月から適用する公共工事設計労務単価を参照）
※3：移植用アサリの購入単価を245円/kgとして算出

内容

砂利入り網袋作成
部材費

600袋(100㎡)の移植コスト

砂利入り網袋投入
人件費

合計
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表24 漁獲にかかる作業コスト（600袋_100ｍ2規模） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（3）搬入稚貝のモニタリング 

 搬入稚貝入り網袋と対照区の漁獲サイズ（殻長30ｍｍ以上）の個体数、湿重量推移は、図69に示すとお

りである。搬入稚貝を加えることで網袋設置1年後のアサリ漁獲量が向上することが確認された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図69 搬入稚貝入り網袋と対照区の漁獲サイズ（殻長30ｍｍ以上）の個体数、湿重量推移 

 
5.1.3 考察 

それぞれの作業コストの算出は、漁業者とともに実施した各作業の実用規模（100ｍ2相当）での実証結果

を踏まえて行ったこともあり、より実用的なコストが算出できたと言える。一方で漁業の実際においては、

当該漁業者の労務に対する報酬は、漁獲したアサリの漁獲額に含まれるため本来は作業コストに計上され

ず、作業の必要性に応じて雇われた人員の賃金のみが作業コストとして発生することになる。今回の作業コ

ストの算出では、実施規模を設定しその規模の作業を行うために必要な人工数を検証しているため、前述の

当該漁業者とその他人員の仕分けが困難であった（例えば、100ｍ2を1日で行うケースと2日にわけて行う

ケースでは、コストが異なってくる）。そのため、作業にかかる人員について両者の区別なく一律にして計

0
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数
/
袋
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0.5

0.6

6/4 7/24 9/12 11/1 12/21 2/9 3/31 5/20

湿
重

量
（

k
g
/
袋

）

A B C D E
人工・隻 時間 日数 人工・隻・日 単価(円) 費用（円）

- - B/8 A×C - D×E

機器損料 ｴﾝｼﾞﾝﾎﾟﾝﾌﾟ　1回
※1 1 - - - 300 300

燃料費 燃料　1L 5 - - - 160 800

人件費 普通船員
※2 1 2.0 0.25 0.25 22,100 5,525

用船費 船舶
※2 1 2.0 0.25 0.25 30,000 7,500

陸上作業 人件費 普通作業員
※2 4 0.5 0.06 0.24 18,000 4,320

人件費 普通船員
※2 1 2.0 0.25 0.25 22,100 5,525

用船費 船舶
※2 1 2.0 0.25 0.25 30,000 7,500

陸上作業 人件費 普通作業員
※2 9 2.0 0.25 2.25 18,000 40,500

人件費 普通船員
※2 1 0.5 0.06 0.06 22,100 1,326

用船費 船舶
※2 1 0.5 0.06 0.06 30,000 1,800

選別 陸上作業 人件費 普通作業員
※2 3 1.0 0.13 0.39 18,000 7,020

82,116合計

※1：資材1式　5年耐用
※2：普通作業員18,000円、普通船員22,100円、船舶30,000円（令和4年3月から適用する公共工事設計労務単価を参照）

アサリ持ち帰り 海上作業

内容

600袋(100㎡)の漁獲コスト

海上作業
ポンプの設置

アサリ漁獲、選別(網袋)
海上作業
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算して計上した。今後、人件費を含めた作業コストの精度をより高めるためには、その場の漁業実態にあわ

せた1日の作業量や人員配置も考慮した設定にしていく必要があると考えられる。 

 

5.2 作業手引きの作成 

 令和4年度作成した作業手引き（案）の一覧は、表25のとおりである。地元産アサリ、県内他地域産アサ

リのそれぞれについて漁獲までの一連の作業手引き（案）として整理した。 
 

表25 作業手引き（案）一覧 
対象 作業手引き（案） 

地元産アサリ 砂利入り網袋の設置作業 

間引き（漁獲・再収容）作業 

県内他地域産アサリ 移植作業（網袋） 

漁獲作業（網袋） 

 
6. 中課題としての成果と課題 

6.1 目標の達成状況について 

 各小課題における目標の達成状況を以下に示す。 
 
小課題 3-2-1 生産性向上のための移植技術の開発（県内他地域産のアサリの活用を考慮した移植時期の検

討） 

 本小課題では、県内他地域産アサリの活用を考慮した移植時期（期間）の検討を行った。課題の目標達成

状況は、表26のとおりである。 
 

表26 県内他地域産アサリの移植時期の検討 目標達成状況 
目標 結果 考察 

・県内他地域産アサリの活用

を考慮した移植時期の設定 

 

 

 

達成 

・アサリの移植に適した時期は、10月

～11 月頃（移植先の漁場水温の目

安は、20℃程度以下） 

・移植時期による初期減耗の違

いは、移植時の漁場環境の差

（主に水温）により生じる。 

 
小課題3-2-2 稚貝の採取・保護育成技術の開発（間引き（漁獲・再収容）による保護育成手法の検討） 

 本小課題では、へい死リスク発生前の間引き（漁獲・再収容）効果の検討を行った。課題の目標達成状況

は、表27のとおりである。 
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表27 間引きによる保護育成手法の検討 目標達成状況 
目標 結果 考察 

・効果的な間引き（漁獲・再収

容）の時期や方法の選定 

 

 

達成 

・間引き時期：5月～6月 

 間引き方法：16.0ｍｍ篩による間引

き（殻長 25～27ｍｍ以上のアサリ

を間引き） 

・翌年春の推定漁獲量： 

800～1000g/袋 

・間引き効果の要因（3点） 

① 大サイズ（成貝中心）の間引

きによる効果：より少ない収

容密度（低リスク）で、より

多くの数のアサリ収容 

② ポンプによる網袋内の基質

の洗浄による効果：細粒分

（有機物）の減少による底質

還元化の抑制 

③ アサリ以外の生物の除去 

 

 
小課題3-2-2 稚貝の採取・保護育成技術の開発（間引き作業と連動した避難による保護効果の検証） 

本小課題では、へい死リスク発生前に行う間引きと連動した（県内他地域への）避難効果の検討を行った。

課題の目標達成状況は、表28のとおりである。 
 

表28 間引き作業と連動した避難による保護効果の検証 目標達成状況 
目標 結果 考察 

・実用的な避難方法の設定 未達 

・実用的な避難方法の設定には至ら

ず 

・過年度同様に避難の効果は確認 

・10月には漁獲サイズ（殻長 30ｍｍ

以上）に達するアサリが多く確認 

 

・島原_避難区は、小長井地先よ

りも夏季の高水温、貧酸素の

リスク低い 

・上記 要因により小長井地先

でアサリのへい死が発生した

年は避難効果大。過去23年間

で6回程度と推定 

・避難後の活用として避難先で

の漁獲（秋） 

 

 
小課題2-2-3 稚貝採取から移植までの一連の方法の構築 

 本小課題では、小課題の実験結果や漁業者との間引き作業の実証実験結果をもとに作業手引きや作業カレ

ンダーの見直し、更新をおこなった。課題の目標達成状況は、表29のとおりである。 

 
表29 稚貝採取から移植までの一連の方法の構築 目標達成状況 

目標 結果 考察 
・作業性やコストの更新 

・作業カレンダーおよび作業

手引きの完成 

達成 

・実証実験結果をもとに間引き作業

の作業コスト算出、移植作業等、そ

の他作業コスト更新 

・地元産アサリ、県内他地域産アサリ

それぞれについて作業カレンダー、

作業手引き作成、更新 

 

・実用規模での実証実験結果か

ら作業コスト算出を算出。 

より実用的なコストを把握？ 

・人件費については、当該漁業者

とその他人員を区別すること

なく一律にして算出 
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6.2 実用性の検討 

6.2.1 漁獲額/コストの算出 

(1）地元産アサリ 

1)稚貝採取から間引き（漁獲・再収容）まで網袋を用いた方法による漁獲額/コスト 

稚貝採取から間引き（漁獲・再収容）まで網袋を用いた方法による漁獲額/コストの算出結果は、表30

および図70に示すとおりである。漁獲額は令和4年の間引き実験結果時での漁獲サイズのアサリの採取量

結果（300g/袋）および2年目以降の推定漁獲量結果（800g/袋）を用い、アサリ単価を430円/kgとして算

出した。コストは、100ｍ2（網袋600袋）を設置後、翌年以降は間引き（漁獲・再収容）を繰り返すものと

して算出した。網袋設置から翌年の間引き作業と、2年目以降の間引き作業のコストと漁獲量は変動するた

め、漁獲額/コストは、単年と複数年（累積）を算出した。漁獲額/コストは、網袋設置から間引き1年目が

0.63、間引き2年目以降が3.71（コスト減、漁獲量増）と向上し、一連の間引き作業5年間の累計では

2.62と1.0以上となった。なお人件費込みの漁獲額/コストについては、5.1.3考察で述べたとおりコスト

に当該漁業者分も含まれているために参考値とする（5年間累計では0.97）。 
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表30 地元産アサリ 稚貝採取から間引き（漁獲・再収容）まで網袋を用いた方法による漁獲額/コスト 

 
①漁獲額 

（千円/100ｍ2） 

②コスト 

（千円/100m2） 

③漁獲額/コスト（①/②） 
備考 

人件費抜き 人件費込み 

間引き1年目 

77 
122（275） 

※()人件費込み 
0.63 0.28 

網袋を春季設置、

翌年の春に間引き

（漁獲・再収容） 

間引き2年目以

降 
206 55（165） 3.71 1.25 

春に間引き（漁

獲・再収容） 

1年目から砂利コス

ト減 

間引き5年間 

累計 
903 344（934） 2.62 0.97 

一連の間引き作業 

5年間の累計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図70 稚貝採取から間引き（漁獲・再収容）まで網袋を用いた方法による漁獲額/コスト（人件費抜き） 
 

 

77

80 42

0 20 40 60 80 100 120 140

間引き1年目

コ
ス

ト
漁

獲
額

漁獲額（千円） 部材費（千円） 損料（千円）

206

17 38

0 50 100 150 200 250 300

間引き2年目以降

コ
ス

ト
漁

獲
額

漁獲額（千円） 部材費（千円） 損料（千円）

903

148 196

0 200 400 600 800 1,000

間引き5年間累計

コ
ス
ト

漁
獲
額

漁獲額（千円） 部材費（千円） 損料（千円）



459 

(2）県内他地域産アサリ 

1)県内他地域産アサリの移植から漁獲まで網袋を用いた方法による漁獲額/コスト 

県内他地域産アサリの移植から漁獲まで網袋を用いた方法による漁獲額/コストの算出結果は、表31お

よび図71に示すとおりである。漁獲額は、過年度の成貝移植実験での漁獲サイズのアサリ採取量結果の最

小、平均、最大を用い、移植用アサリの仕入れ単価を245円/kg、漁獲したアサリの単価を430円/kgとし

て算出した。コストは、100ｍ2（網袋600袋）の移植、漁獲として算出した。漁獲額/コストは、1.03～

1.45といずれのケースにおいても1.0以上となった。地元産アサリと同様に人件費込みの漁獲額/コストに

ついては、コストに当該漁業者分も含まれているために参考値とする（0.76～1.07）。 

 

表31 県内他地域産アサリ 移植から漁獲まで網袋を用いた方法による漁獲額/コスト 

 
①漁獲額 

（千円/100ｍ2） 

②コスト 

（千円/100m2） 

③漁獲額/コスト（①/②） 
備考 

人件費抜き 人件費込み 

最小 374 
364（494） 

※()人件費込み 

1.03 0.76  

平均 462 1.27 0.94  

最大 529 1.45 1.07  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図71 県内他地域産アサリ 移植から漁獲まで網袋を用いた方法による漁獲額/コスト 
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(3）アサリ単価が向上した場合の試算_地元産アサリ 

諫早湾漁協（小長井本所、瑞穂支所）での地元産アサリの販売実績は、販売時期にもよるが1,500円～

2,000円/kgであり、浜値（漁業者手にするアサリ価格）として1,000円/kgは実現可能な価格と考えられ

る。アサリ単価を1,000円/kgに設定した場合の稚貝採取から間引き（漁獲・再収容）まで網袋を用いた方

法による漁獲額/コストの算出結果は、表32および図72に示すとおりである。漁獲額/コストは、網袋設置

から間引き1年目が0.63、間引き2年目以降が3.75（コスト減、漁獲量増）と向上し、一連の間引き作業

5年間の累計では2.63と1.0以上となった。 

 

表32 アサリ単価を1,000円/kgに設定した場合の漁獲額/コスト（地元産アサリ） 

 
①漁獲額 

（千円/100ｍ2） 

②コスト 

（千円/100m2） 

③漁獲額/コスト（①/②） 
備考 

人件費抜き 人件費込み 

間引き1年目 
180 

122（275） 

※()人件費込み 
1.48 0.65 

 

間引き2年目以

降 
480 55（164） 8.63 2.91 

 

間引き5年間 

累計 
2,100 344（934） 6.10 2.25 

一連の間引き作業 

5年間の累計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図72 アサリ単価を1000円/kgに設定した場合の漁獲額/コスト（地元産アサリ） 
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6.2.2 当該地先での運用方法 

 地元産アサリおよび県内他地域産アサリを活用したアサリ増産技術の特徴と漁獲および主要な作業時期は

表33のとおりである。当該地先でアサリの増産に向けて開発した技術は、大別すると地元産アサリに対する

へい死リスクの発生前に間引き（漁獲・再収容）を行うアサリ増産技術（以下増産技術Ａ）と県内他地域産

アサリに対する秋に県内他地域産アサリを当該地先の漁場に移植して翌年春に漁獲する増産技術（以下増産

技術Ｂ）に分けられる。増産技術Ａは、漁獲額/コストは増産技術Ｂよりも高く、小長井産アサリというブラ

ンドが確立している中では、アサリ単価の更なる向上も期待される一方で、夏季の漁場環境の年変動の影響

を受け、漁獲量が安定しない懸念がある。増産技術Ｂは、夏季の漁場環境の影響を受けにくく、安定的な漁

獲量が期待できる事や技術Ａよりも作業が簡便というメリットがある。したがって当該地先での本技術の具

体的運用は、どちらか一方を選択するのではなく、双方の技術を上手く併用することが安定的な漁獲量およ

び漁獲額を確保するために有効と考えられる。技術Ａ、技術Ｂの漁獲時期や主要な作業時期は重複しておら

ず、作業性の観点からも同じ漁場、漁業従事者での両技術の併用が可能なのは大きな利点と考えられる。 
 

表33 各技術の特徴と漁獲および主要な作業時期 
 特徴 漁獲時期 主要な作業時期 

増産技術Ａ（地元産アサ

リ） 
・漁獲額/コストが増産

技術Ｂよりも高い。 
・夏季の漁場環境の年変

動の影響を受けやす

い。 

・5～6月を想定 ・網袋設置：春（初年度

のみ） 
・間引き：5～6月 

増産技術Ｂ（県内他地域

産アサリ） 
・夏季の漁場環境の影響

を受けにくく、安定的

な漁獲量が期待でき

る。 
・作業が増産技術Ａより

も簡便である。 

・4月を想定 ・移植：10～11月 
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6.3 実用性の検討を踏まえた成果と今後の課題 

 5か年の成果と今後の課題は、表34のとおりである。 

 
表34 5か年の成果と今後の課題 

小課題 成果 課題 
3-2-1 生産性向上の

ための移植技

術の開発 

県内他地域産アサリの移植技術（適用範囲：

湾口部～湾奥部アサリ漁場） 

① 採取・搬入時期：10～11月頃（移植先の水温

20℃程度以下？） 

② 移植方法：砂利入り網袋（6号砕石、5.0kg/袋） 

③ アサリ収容密度：2.0kg/袋 

④ 移植適地：小長井地先アサリ漁場 

C.D.L.+0.7～+1.0ｍ付近 

⑤ 漁獲時期：春 

⑥ 漁獲方法：エンジンポンプを活用し、アサ

リと砂利を選別 

・地元産アサリでの本技術の活用

はリスクが高い⇒間引き技術に

改良 
・地元産アサリを秋季に漁獲でき

る移植技術の開発 
・作業カレンダーを踏まえた移植

元との連携強化 
・作業性の更なる向上および既存

の育成方法（垂下肥育等）の活

用 

3-2-2稚貝の採取・保

護育成技術の

開発 

地元産アサリの稚貝の採取・保護育成技術 
間引き技術（適用範囲：湾口部アサリ漁場） 
① 採苗方法：砂利入り網袋（6号砕石、5.0kg/袋） 

② 設置時期と場所：春季、漁場沖側 

③ 間引き方法：16.0ｍｍ篩による選別（殻長

25～27ｍｍ以上のアサリを間引き） 

④ 間引き時期：5～6月 

⑤ 再収容方法：篩を通過したアサリと砂利

を新規砂利（2.0kg程度）入り網袋に再収容

して設置 

避難技術 

① 島原地先への避難効果および避難先での

成長量を確認 

間引き技術 

・間引き 2年目以降の漁獲量の確

認と作業カレンダーの実証 

・適用適地の拡大：湾奥部漁場（夏

季の貧酸素の影響の程度が大き

い）での本技術の検証 

避難技術 

・避難後の活用方法：秋季に避難

先で漁獲する方法としての活用

を検討（避難→移植） 

3-2-3 稚貝採取から

移植までの一

連の方法の構

築 

実用規模での確認等 
① 網袋作成から設置、網袋の回収、移植から

漁獲、間引きにかかる作業性とコストの

把握 
② 地元産アサリ、県内他地域産アサリの作

業カレンダー、作業手引きの作成 
③ 地元産アサリ、県内他地域産アサリの漁

獲量/コストの算出（間引きによる漁獲については

複数年算出）：1.0以上達成 

実用化に向けて 

・各作業性の向上（簡易化、効率

化） 

・漁獲額/コストのさらなる向上

および安定的な漁獲額（漁獲量）

の増加※国産アサリとしてアサリ価格の

向上も期待される。 

・作業カレンダーの実証、改善、

漁業者への普及 
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・水温、塩分、ＤＯ調査結果 

・クロロフィルａ、濁度調査結果 

2.3底質調査・生物調査 ・底質調査結果 

・初期稚貝調査結果 

・アサリ生息調査結果 

2.4SS,VSS調査 ・ＳＳ、ＶＳＳ調査結果 

2.5テレメータ観測 ・テレメータ観測結果 

3.生産性向上のための移植技術の開

発 

3.1成貝移植実験（県内他地域産の

アサリを活用した移植時期の検討） 

・成貝移植実験（県内他地域産のアサリを活用した移植時期の検 

討）の概要 

・移植時と12月調査時の殻長ヒストグラム 

・移植時期ごとの生残率、湿重量、肥満度 

・調査時（12月）の移植時期ごとのアサリ湿重量の統計解析結果 

・減少率（%/日）_生残率、増減量（g/日）_湿重量 

・移植実験期間中の漁場環境 

・過年度の漁場環境（水温）（クロロフィルａ濃度） 

・過年度の移植実験結果 

・令和5年4月での漁獲量推定 

・使用写真1式 

4.稚貝の採取・保護育成技術の開発 4.1保護育成実験（間引き（漁獲・

再収容）による保護育成手法の検

討） 

・保護育成実験（間引き（漁獲・再収容）による保護育成手法の検討）

の概要 

・対照区の成貝個体数、湿重量推移、殻長別個体数、湿重量推移 

・釜漁場夏季の漁場環境 

・間引き前後の殻長ヒストグラム、個体数、湿重量 

・対照区と間引き後の殻長ヒストグラム推移（13.2mm篩、16.0mm篩） 
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電子格納データ一覧（2/2） 
構成 内容 

4.稚貝の採取・保護育成技術の開発 4.1保護育成実験（間引き（漁獲・

再収容）による保護育成手法の検

討） 

・成貝個体数、湿重量推移（対照区-間引き13.2mm篩、16.0mm篩） 

・対照区と各間引きケースとのアサリ湿重量（成貝）の統計解析結果_10

月調査結果 

・10月時のアサリ成貝採取量（個体数、湿重量） 

・間引きケース間のアサリ成貝湿重量の統計解析結果_10月調査結果 

・間引き時のアサリ漁獲量、肥満度 

・殻長30ｍｍ以上のアサリ湿重量の統計解析結果 

・過年度方法と新たな間引き方法との比較_秋季の成貝採取量 

・使用写真1式 

4.2保護育成実験（間引きと連動し

た避難による保護効果の検証） 

・保護育成実験（間引きと連動した避難による保護効果の検証）の概要 

・対照区と避難区の生残率推移 

・設置時と回収時の湿重量および殻長ヒストグラム 

・夏季の漁場環境（釜漁場、猛島海岸） 

・回収時（10月）での対照区と避難区の生残個体数の統計解析結果 

・令和3年度の避難実験 対照区と避難区の生残率推移 

・漁場環境とアサリのへい死状況（平成12年～令和4年） 

・使用写真1式 

5.稚貝採取から移植までの一連の方

法の構築 

5.1地元産アサリ、県内他地域産ア

サリの経済性の検討 

・間引き実証実験の概要 

・搬入稚貝のモニタリング概要 

・地元産アサリの作業コスト 

・県内他地域産アサリの作業コスト 

・地元産、県内他地域産アサリの作業カレンダー 

・搬入稚貝入り網袋と採苗用網袋の漁獲サイズ（殻長30ｍｍ以上）の個

体数、湿重量推移 

・使用写真1式 

6.中課題としての成果と課題 6.2実用性の検討 ・漁獲額/コスト（地元産アサリ、県内他地域産アサリ） 
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